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パプアニューギニアが1年の中で最も盛り上がる日。それは9月16日の独立記念日です。
1975年9月16日にオーストラリアから独立しこの国は誕生しました。今年2018年で独立43
周年を迎えます。私の学校、OLSH高校でも独立を祝いイベントが開かれました。

パプアニューギニアの中では数少ない女子高ということでミスコンテストが開催されました。
各クラスから代表して1名の生徒がドレスを着て登場しました。ちなみに優勝者は右下の女
の子（高校2年生）です。



パプアニューギニアの伝統的な衣装を着て踊りを披露することを”シンシン”と言います。
元々は英語の”sing sing”から来ている言葉です。パプアニューギニアには多くの部族がい
るため、その部族ごとに衣装や踊りが異なりそれぞれ特徴があります。

東ニューブリテン州 （トーライ族）の場合

私の任地ココポで生活しているトーライ族は、彼らにとっての精霊である“トゥブアン”を模し
た格好をしています。

※トーライ族の場合、本来は男性のみが行うのですが、女子高ということで少しアレンジさ
れています。

頭に冠をかぶり、体に赤い布を巻き、葉っぱで覆い隠します。そして、顔にペイントを施すと
いった点が大きな特徴です。

トーライ族の精霊
トゥブアン

竹を加工して作った小型
の太鼓“クンドゥ”を演奏
しながら歌を歌い、それ
に合わせて踊ります。


